
福島圏域 11 市町村による広域連携を進める「福
島圏域連携推進協議会」を 11 月 19 日に新

たに設立しました。
　この協議会は、人口減少・少子高齢化に伴う諸
課題に対し、近隣市町村が連携して、相互に補完
し合いながら事業を推進することで、持続的な発
展と地域の活性化を図ることを目的とします。
　会長の木幡浩福島市長は、設立総会の中で「協
議会設立を機に、市町村の結びつきを一層強め、
広範囲の地域活性化と、連携事業をさらに推進し
てまいりたい」と表明し、地域の諸課題に対し圏
域市町村で連携して対応していくことを強調しま
した。
　今後は、観光連携事業や移住定住促進事業、自
治体職員合同研修、オリンピック・パラリンピッ
ク関連事業等を連携して実施しながら、新たな連
携事業や体制について協議を進めていきます。

広域連携を強力に推進
福島圏域 11 市町村による協議会を新設

握手を交わす参画市町村の首長ら

参画の 11 市町村▶福島市、二本松市、伊達市、本宮市、
宮城県白石市、桑折町、国見町、川俣町、大玉村、飯舘村、
山形県米沢市（オブザーバー）
福島圏域データ▶人口：約 60 万人、面積：約 2,818㎢

町と国見郵便局、福島東郵便局は 11 月 27 日、
包括連携協定を締結しました。

　締結式は国見町役場で行われ、太田久雄町長と
木賀順一国見郵便局長、畠山智福島東郵便局長が
協定書を交わしました。
　協定は、国見町と国見郵便局、福島東郵便局が
双方の資源を有効に活用し、日常の防災活動や大
規模災害発生時の対応のほか、高齢者や障がい者、
子どもの見守り、道路損傷や不法投棄の情報提供、
ふるさと納税や特産品 PR による地域経済活性化
などのさまざまな分野で互いに連携することで、
地域の安全・安心の確保と住民サービスの向上を
図ります。

町と KDDI 株式会社は 12 月 18 日、県内市町村
で初となる地域活性化連携協定を締結しま

した。
　締結式は、国見町役場で行われ、太田久雄町長
と松嶋伸一郎 KDDI 株式会社理事東北総支社長が
協定書を交わしました。
　協定は、株式会社 KDDI の ICT（情報通信技術）
を活用することで、獣害対策の効率化に向けたシ
ステムの構築や、町が進める交流・学びの場づく
りプロジェクト「国見ホイスコーレ」における au
タブレット端末の貸与やホームページ作成講座、
翻訳サービスの提供などの支援の取り組みを推進
し、地域の活性化を図ります。

地域の安全・安心を見守る
町と郵便局が包括連携協定を締結

ICT で地域の活性化を図る
町と KDDI 株式会社が連携協定を締結

協定書を交わす太田町長（右）と松嶋総支社長（左）

協定書を交わす（左から）畠山局長、太田町長、木賀局長

『石原コレクション』常設展示オープニング
セレモニーが 12 月 16 日、観月台文化セ

ンターで行われました。
　『石原コレクション』は、国見町と縁が深かった
故石原巌さんが収集していた美術・工芸品の一部
を町に寄贈されたもので、絵画や彫刻、版画など

一流の美術品を楽しんで
『石原コレクション』を常設展示

テープカットで『石原コレクション』のお披露目を祝う関係者

国見町社会福祉協議会は 11 月 22 日、全国社
会福祉協議会会長表彰を受賞しました。

　同協議会では、平成 18 年度からボランティア
センターを設置し、町内のボランティア活動の拡
大と充実に努めています。同センター事業におい
て、町内ボランティアが集う「ボランティアミー
ティング」を開催し、ボランティアのスキルアッ
プや育成、交流を推進していることなどが「社会
福祉協議会優良活動」として評価され、会長表彰
を受賞しました。
　同協議会の八巻忠一副会長と佐藤清二副会長は
12 月 12 日、山中啓嗣事務局長とともに国見町役
場を訪れ、太田久雄町長に受賞を報告しました。

ボランティア活動振興に尽力
国見町社会福祉協議会が会長表彰受賞

受賞を報告する八巻副会長（右）と佐藤副会長（右から 3 人目）
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コンサートに華を添える文化センターの花々

30 点が観月台文化センター
内に常設展示されます。
　セレモニーでは、関係者
によるテープカットが行わ
れ、来場者はお披露目され
た美しい作品の数々を楽し
んでいました。

▶展示された
コレクションの 1 つ

　『無題』
　若林 功 
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